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父
○
○
、
か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
で
し
た
が
、
昨
夜
午
前
二
時
五
分
、
永
眠
い

た
し
ま
し
た
。
手
術
後
の
経
過
は
良
好
で
、
一
時
は
小
康
を
得
て
お
り
ま
し
た
が
、

数
日
来
よ
り
病
状
が
急
激
に
悪
化
し
、
私
ど
も
の
祈
り
も
虚
し
く
、
つ
い
に
不
帰
の

客
と
な
り
ま
し
た
。
享
年
八
十
歳
、
不
足
の
な
い
歳
で
は
あ
り
ま
す
が
、
無
念
に
存

じ
ま
す
。 

江
波
様
に
は
、
入
院
中
遠
路
お
見
舞
い
を
い
た
だ
く
な
ど
、
生
前
は
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
故
人
に
な
り
代
わ
り
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

な
お
、
近
親
者
の
み
に
て
通
夜
を
す
ま
せ
た
後
、
葬
儀
は
○
月
○
日
午
後
一
時
よ

り
自
宅
に
お
い
て
仏
式
で
営
み
ま
す
。 

右
取
り
急
ぎ
ご
通
知
ま
で
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


